
平成20年11月6日

平成21年3月期 第2四半期連結決算概要 宇部興産株式会社

１．連結の範囲

項    目 平20年3月期

連結子会社数    ６７社

持分法適用会社数    ２８社

合    計  　９５社

２．第2四半期業績

 (1)経営成績 （単位:億円) 注．億円未満切捨て

前年第2四半期

(H19.4～H19.9)

 売    上    高 3,350  3,721  370  

 営  業  利  益 222  271  48  

  金融収支 △ 29  △ 23  6  

  持分法投資損益 3  3  △ 1  

  その他営業外損益 △ 9  △ 14  △ 5  為替差損益 △5

 経  常  利  益 186  235  48  

  特  別  利  益 7  3  △ 3  

  特  別  損  失 △ 43  △ 7  36  

 四 半 期 純 利 益 78  144  66  

 7円75銭

為替レート(円/$） 119.3 106.1 

ナフサ価格(円/KL) 58,700  78,400  19,700  

豪州炭価格(円/ｔ)* 9,842  18,090  8,248  

*豪州炭(CIF)

[セグメント別 売上高・営業利益］
（単位:億円)

前年第2四半期

(H19.4～H19.9)

化成品･樹脂 1,127  1,273  145  販売価格上昇 他

売 機能品･ﾌｧｲﾝ 456  484  28  販売数量増 他

上 建設資材 997  1,055  58  販売価格上昇 他

高 機械･金属成形 542  596  53  製鋼品販売価格上昇 他

ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境 207  293  85  販売炭価格上昇･数量増 他

その他 18  18  0  

合  計 3,350  3,721  370  

価格要因(製品と原燃料との値差改善)､

ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ･硫安販売量増 他

営 機能品･ﾌｧｲﾝ 62  58  △ 3  機能性材料販売価格低下 他

業 ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ上昇､ｾﾒﾝﾄ･生ｺﾝ･建材販売数量減､

利 販売価格上昇､廃棄物処理拡大 他

益 材料･部品価格上昇､

ｱﾙﾐﾎｲｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨｺｽﾄ上昇 他

ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境 18  42  24  石炭預り数量増 他

その他 3  3  0  

合  計 222  271  48  

△ 3  23  27  機械･金属成形

項    目

平20年9月期

   ２８社

 　９５社

   ６７社

対前期増減

    　０社

  　　０社

    　０社

 6円61銭

増減
(H20.4～H20.9)

増減
(H20.4～H20.9)

当第2四半期

△ 3  

化成品･樹脂 69  107  

建設資材 42  38  

38  

項目 ｾｸﾞﾒﾝﾄ

  13.2円 高 

 14円36銭

当第2四半期

1株当たり四半期純利益

 1／３ 



 (2)財政状態 （単位:億円)

  (借 方) 平20/3末 平20/9末 対前期末   (貸 方) 平20/3末 平20/9末 対前期末

現預金 253 272 18 支払手形･買掛金 1,071 1,194 123 

売上債権 1,639 1,628 △ 11 有利子負債 3,007 2,927 △ 80 

たな卸資産 846 1,076 230 その他負債 939 1,007 67 

有形固定資産 3,600 3,433 △ 166 純資産 2,190 2,148 △ 41 

無形固定資産 41 38 △ 2 (株主資本） ( 1,773) ( 1,865) ( 91)

投資有価証券 341 343 2 (評価･換算差額等） ( 165) ( 49) ( △ 115)

その他資産 486 483 △ 2 (少数株主持分等） ( 251) ( 233) ( △ 18)

資産合計 7,208 7,277 68 負債､純資産合計 7,208 7,277 68 

 (3)キャッシュ･フローの状況

<参考>

　項 目 当第2四半期 前年第2四半期

(H20.4～H20.9) (H19.4～H19.9)

営業活動による 億円 税引前四半期純利益 231、減価償却費 174 億円

     ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 321 運転資金増 △110 他 277 

投資活動による 有･無形固定資産の取得 △174

     ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △ 118 △ 102 

( △ 62) ( △ 58)
( △ 55) ( △ 44)

現金及び現金同等物
        四半期末残高

【トピックス】

－化成品・樹脂セグメント－

◆当社と三菱商事㈱、トモエ肥料販売協同組合連合会は、傘下の肥料子会社(合計５社）を合併し、

　肥料等製造販売会社「エムシー･ファーティコム㈱」が発足（平成20年8月)｡

－機能品・ファインセグメント－

◆ポリイミド銅張り積層板(２層ＣＣＬ)事業を宇部日東化成㈱に移管（平成20年4月)｡

◆窒化珪素の増産設備が完工（平成20年5月)｡

◆タイ国において１.６ヘキサンジオールの新工場建設を決定（平成20年9月)｡

－建設資材セグメント－

◆宇部マテリアルズ㈱の海水マグネシア系環境改善剤「クリアウォーターⓇ」が、河川･湖沼の水質･底質

　の改善効果を実現（平成20年4月)｡

－機械・金属成形セグメント－

◆宇部興産機械㈱が、次世代大型全電動式射出成形機「ＭＤＳ-Ｖシリーズ」を発売開始（平成20年6月)｡

－その他－

◆日本政策投資銀行「環境配慮型経営促進事業」の環境格付けにおいて、特別表彰を取得（平成20年4月)｡

◆宇部興産グループチャリティーコンサート 日本フィルハーモニー交響楽団･宇部公演を開催（平成20年8月)｡

◆「ＵＢＥグループＣＳＲ報告書」を発行（平成20年9月)｡

　　　（有利子負債)
　　　（配当金支払等)

△ 175 △ 142 

268  269  

２／３



３．通期業績予想

（単位:億円)

前年通期

(H19.4～H20.3)

 売    上    高 7,042  7,690  648  

 営  業  利  益 559  530  △ 29  

 経  常  利  益 467  440  △ 27  

 特　別　損　益 △ 58  0  58  

 当 期 純 利 益 240  250  10  

1株当たり当期純利益 23円88銭

為替レート(円/$） 114.3 105.6 

ナフサ価格(円/KL) 61,500  65,900  4,400  

豪州炭価格(円/ｔ)* 11,030  16,843  5,813  
*豪州炭(CIF)

[セグメント別 売上高・営業利益］
（単位:億円)

前年通期

(H19.4～H20.3)

化成品･樹脂 2,332  2,465  133  販売価格上昇 他

売 機能品･ﾌｧｲﾝ 935  1,058  123  販売数量増 他

上 建設資材 2,070  2,250  180  販売価格上昇 他

高 機械･金属成形 1,203  1,200  △ 3  

ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境 464  680  216  販売炭価格上昇･数量増 他

その他 36  37  1  

合  計 7,042  7,690  648  

ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ価格要因(製品と原燃料との値差悪化)･

販売数量減 他

営 機能品･ﾌｧｲﾝ 141  141  0  

業 ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ上昇､ｾﾒﾝﾄ･生ｺﾝ販売数量減､

利 販売価格上昇､廃棄物処理収入増 他

益 材料･部品価格上昇､

ｱﾙﾐﾎｲｰﾙ販売数量減･価格低下 他

ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境 46  74  28  石炭預り数量増 他

その他 8  8  0  

合  計 559  530  △ 29  

〔参 考〕連結主要指標 (単位:億円､倍､%､人)

前年第2四半期 前年通期

(H19.4～H19.9) (H19.4～H20.3)

 設 備 投 資 141  120  380  309  

 減価償却費 168  174  357  341  

 研究開発費 66  69  145  135  

 事 業 利 益 235  283  546  586  

 有利子負債残高 3,204  2,927  2,870  3,007  

 純有利子負債残高 2,935  2,657  2,630  2,756  

 自 己 資 本 ※ 1,818  1,914  2,010  1,938  

 総 資 産 7,237  7,277  7,730  7,208  

 ﾈｯﾄＤ／Ｅレシオ(倍) 1.6  1.4  1.3  1.4  

 自己資本比率(%) 25.1  26.3  26.0  26.9  

 売上高営業利益率(%) 6.6  7.3  6.9  7.9  

 総資産事業利益率(%) 6.5  7.8  7.3  8.2  

 自己資本利益率(%) 8.8  7.5  12.7  13.1  

 従業員数    (人) 11,280  11,288  11,430  11,058  

 ※自己資本＝純資産－新株予約権－少数株主持分

△ 15  51  66  機械･金属成形

(H20.4～H21.3)
当第2四半期
(H20.4～H20.9)

項    目

建設資材 108  100  

ｾｸﾞﾒﾝﾄ項目

△ 8  

化成品･樹脂 186  156  △ 30  

当通期

当通期

   8.7円 高

当通期

   24円85銭   0円97銭

増減

増減

(H20.4～H21.3)

(H20.4～H21.3)

３／３
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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 372,124 ― 27,132 ― 23,553 ― 14,445 ―
20年3月期第2四半期 335,051 7.8 22,243 24.7 18,654 11.0 7,802 △12.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 14.36 13.82
20年3月期第2四半期 7.75 7.48

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 727,745 214,842 26.3 190.34
20年3月期 720,898 219,032 26.9 192.72

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  191,489百万円 20年3月期  193,865百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 5.00 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 769,000 9.2 53,000 △5.2 44,000 △5.8 25,000 4.0 24.85

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

〔（注） 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。〕  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

〔（注） 詳細は、５ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。〕  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料及び添付資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際
の業績はさまざまな要因の変化により見通しと大きく異なる場合もありえますことをご承知願います。そのような要因としては、主要市場の経済状況、製品の需給、原燃
料価格、金利、為替相場などがあります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  1,009,165,006株 20年3月期  1,008,996,332株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  3,147,841株 20年3月期  3,051,637株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  1,005,922,200株 20年3月期第2四半期  1,006,389,595株

1



【定性的情報・財務諸表等】 
  
（注）前年同期の金額、前年同期との増減額・増減率については参考として記載しております。 
  

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の経済情勢は、サブプライムローン問題に端を発した世界的な金融資本市場の混乱など

の影響が実体経済に波及し、世界経済が減速感を強めるなか、新興国の成長に支えられ堅調に推移してきたアジア経

済においても減速の兆しが出てまいりました。また、国内経済においても民間設備投資と輸出に牽引されていた景気

が弱含んできております。 

このような状況の下、当社グループは平成１９年度を初年度とする三ヵ年の中期経営計画「ステージアップ２００

９」の基本方針に基づき、収益基盤確立と財務構造改革をより一層推し進め、「ステージアップ２００９」の目標達

成に向けて業績の向上に取り組んでまいりました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結売上高は前年同期に比べ３７，０７３百万円増の 

３７２，１２４百万円、連結営業利益は４，８８９百万円増の２７，１３２百万円、連結経常利益は４，８９９百万

円増の２３，５５３百万円、連結四半期純利益は６，６４３百万円増の１４，４４５百万円となりました。 

  

セグメント別の概況 

①化成品・樹脂 

カプロラクタム、ナイロン樹脂、ポリブタジエン（合成ゴム）の出荷は高水準で推移しました。工業薬品の出荷は

概ね堅調でした。なお、当部門では原燃料価格高騰の影響を大きく受けましたが、底堅い需要に支えられて価格転嫁

が進み、スプレッド（製品価格と原料価格の値差）を確保しました。 

この結果、当部門の連結売上高は前年同期に比べ１４，５７０百万円増の１２７，３１９百万円となり、連結営業

利益は３，８０４百万円増の１０，７１１百万円となりました。 

  

②機能品・ファイン 

リチウムイオン電池用電解液・セパレーター、半導体向け高純度化学薬品などの出荷は総じて好調でしたが、前年

度に薄型テレビ用パネルなどの在庫調整による影響を受けたポリイミド製品の出荷は回復基調ながら伸び悩みまし

た。窒素分離膜などで需要が旺盛なガス分離膜の出荷はきわめて好調でした。医薬品原体・中間体の出荷は総じて堅

調で、ファインケミカル製品の出荷は好調でした。 

この結果、当部門の連結売上高は前年同期に比べ２，８０２百万円増の４８，４１７百万円となりましたが、連結

営業利益は開発費用の増加もあり３３１百万円減の５，８９８百万円でありました。 

  

項 目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結四半期純利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
３，７２１億円 ２７１億円 ２３５億円 １４４億円

前年同期 ３，３５０億円 ２２２億円 １８６億円 ７８億円

増 減 率 １１．１％ ２２．０％ ２６．３％ ８５．１％

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     １，２７３億円      １０７億円

前年同期      １，１２７億円      ６９億円

増 減 率      １２．９％    ５５．１％

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     ４８４億円      ５８億円

前年同期      ４５６億円      ６２億円

増 減 率      ６．１％    △５．３％
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③建設資材 

セメント・生コン、建材製品の出荷は、昨年の改正建築基準法による影響とそれに続く鋼材価格の高騰、不動産市

況の悪化による建設需要の低迷を受けて低調でした。各種廃棄物の原燃料へのリサイクル利用は順調に拡大しまし

た。カルシア・マグネシア製品の出荷は鉄鋼向けを中心に好調でした。当部門では石炭等燃料コスト上昇の影響を大

きく受けましたが、各製品で価格転嫁に努めました。 

この結果、当部門の連結売上高は前年同期に比べ５，８０３百万円増の１０５，５４２百万円となりましたが、連

結営業利益は３８８百万円減の３，８２９百万円でありました。 

  

④機械・金属成形 

機械事業は、自動車関連設備需要の減少に伴い、成形機の出荷は低調でしたが、国内外の製鉄産業向けや海外のセ

メント産業向けを中心とした窯業機や竪型ミルなど各種産業機械の出荷が好調でした。受注も成形機で減少しました

が、産業機械で大幅に増加し、高水準を維持しております。製鋼品は鉄スクラップ価格が高騰しましたが製品価格に

転嫁し、出荷も堅調に推移しました。 

アルミホイール事業は、自動車販売低迷の影響を受け国内・北米ともに出荷は低調で、引き続き生産性の向上と徹

底したコスト削減に努めております。 

この結果、当部門の連結売上高は前年同期に比べ５，３４８百万円増の５９，６２５百万円となりましたが、連結

営業利益はアルミホイール事業の低迷により３９０百万円減の２，３３６百万円でありました。 

  

⑤エネルギー・環境 

石炭の価格高騰と需給逼迫状況が継続するなか、販売炭価格が上昇し出荷も好調で、前年度に過去最高を記録した

コールセンター（石炭貯蔵場）の取扱い数量は、本年２月に実施した貯炭能力増強効果もあり、引き続き高水準で推

移しました。電力卸供給事業においては、バイオマス及び低品位炭の利用拡大により燃料コストの低減が進みまし

た。 

この結果、当部門の連結売上高は前年同期に比べ８，５７８百万円増の２９，３７２百万円となり、連結営業利益

は２，４０６百万円増の４，２４６百万円となりました。 

  

⑥その他 

その他の連結売上高は１，８４９百万円となり、連結営業利益は３７８百万円となりました。 

  

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     １，０５５億円      ３８億円

前年同期      ９９７億円      ４２億円

増 減 率      ５．８％    △９．２％

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     ５９６億円      ２３億円

前年同期      ５４２億円      ２７億円

増 減 率      ９．９％    △１４．３％

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     ２９３億円      ４２億円

前年同期      ２０７億円      １８億円

増 減 率      ４１．３％    １３０．８％

項 目 連結売上高 連結営業利益 

当第２四半期 

連結累計期間 
     １８億円      ３億円

前年同期      １８億円      ３億円

増 減 率      △１．５％    １０．５％
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２．連結財務状態に関する定性的情報 

当第２四半期末の総資産は前年度末に比べ、商品及び製品、原材料及び貯蔵品などのたな卸資産の増加により流

動資産が２３，５８２百万円増加する一方、有形固定資産の減少などにより固定資産が１６，７２５百万円減少し

た結果、６，８４７百万円増加し７２７，７４５百万円となりました。 

負債については、支払手形及び買掛金が１２，３２９百万円増加する一方、１年以内償還予定の転換社債などの

有利子負債が８，０５５百万円減少したことなどにより、１１，０３７百万円増加し５１２，９０３百万円となり

ました。 

純資産は四半期純利益などにより利益剰余金が９，１５９百万円増加したものの、為替換算調整勘定が 

１１，２３４百万円減少したことなどにより、４，１９０百万円減少し２１４，８４２百万円となりました。 

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済情勢につきましては、金融危機の影響を受けた世界経済の減速により需要の減退が顕在化する一方

で、原燃料価格、為替等先行き不透明感がより一層強まっておりますことから、事業環境はますます厳しさを増す

ものと予想されます。 

こうした情勢を踏まえ、通期の業績予想につきましては、平成２０年１０月２９日に公表しましたとおり、売上

高７，６９０億円、営業利益５３０億円、経常利益４４０億円、当期純利益２５０億円を見込んでおります。  
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４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１．簡便な会計処理 

該当事項はありません。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用については、当社及び多くの連結子会社は、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。   

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更  

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

たな卸資産 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法に基づく原価基準により評価して

いましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18

年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ548百万円、税金等調整前四半期純

利益は685百万円減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

３．「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

なお、これによる損益への影響は軽微であります。 

４．リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

いましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一

部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月

１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。 

これによる損益への影響はありません。 

（追加情報） 

有形固定資産の耐用年数の変更 

当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法の改正を契機に、機械装置等の耐用年数の見直しを行い、

第１四半期連結会計期間より、一部の機械装置等についてこれを変更しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益は550百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ552百万円減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,224 25,338

受取手形及び売掛金 162,827 163,967

有価証券 － 10

商品及び製品 44,612 35,876

仕掛品 28,441 23,109

原材料及び貯蔵品 34,644 25,692

その他 24,302 24,510

貸倒引当金 △575 △609

流動資産合計 321,475 297,893

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 96,231 99,448

機械装置及び運搬具（純額） 150,632 164,413

土地 82,352 82,747

その他（純額） 14,172 13,423

有形固定資産合計 343,387 360,031

無形固定資産   

その他 3,890 4,139

無形固定資産合計 3,890 4,139

投資その他の資産   

投資有価証券 34,364 34,116

その他 27,047 27,033

貸倒引当金 △2,478 △2,384

投資その他の資産合計 58,933 58,765

固定資産合計 406,210 422,935

繰延資産 60 70

資産合計 727,745 720,898
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 119,459 107,130

短期借入金 135,680 127,788

1年内償還予定の社債 80 290

1年内償還予定の転換社債 － 19,897

未払法人税等 8,562 6,051

賞与引当金 7,612 7,482

その他の引当金 1,396 1,900

その他 47,837 47,534

流動負債合計 320,626 318,072

固定負債   

社債 15,940 16,080

長期借入金 140,819 136,711

退職給付引当金 7,322 7,209

その他の引当金 1,250 1,318

負ののれん 2,687 5,855

その他 24,259 16,621

固定負債合計 192,277 183,794

負債合計 512,903 501,866

純資産の部   

株主資本   

資本金 58,435 58,400

資本剰余金 28,433 28,387

利益剰余金 100,292 91,133

自己株式 △630 △570

株主資本合計 186,530 177,350

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,572 2,640

繰延ヘッジ損益 △179 △254

再評価積立金 － 329

為替換算調整勘定 2,566 13,800

評価・換算差額等合計 4,959 16,515

新株予約権 221 179

少数株主持分 23,132 24,988

純資産合計 214,842 219,032

負債純資産合計 727,745 720,898
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 372,124

売上原価 302,468

売上総利益 69,656

販売費及び一般管理費 42,524

営業利益 27,132

営業外収益  

受取利息 467

受取配当金 531

受取賃貸料 1,088

負ののれん償却額 93

持分法による投資利益 204

その他 1,734

営業外収益合計 4,117

営業外費用  

支払利息 3,313

賃貸費用 1,140

為替差損 47

その他 3,196

営業外費用合計 7,696

経常利益 23,553

特別利益  

固定資産売却益 34

持分変動利益 306

貸倒引当金戻入額 13

特別利益合計 353

特別損失  

固定資産処分損 375

投資有価証券売却損 70

たな卸資産評価損 137

減損損失 21

投資有価証券評価損 5

貸倒引当金繰入額 17

退職給付制度終了損 93

特別損失合計 718

税金等調整前四半期純利益 23,188

法人税等 8,345

少数株主利益 398

四半期純利益 14,445
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 23,188

減価償却費 17,482

減損損失 21

負ののれん償却額 △93

貸倒引当金の増減額（△は減少） 72

受取利息及び受取配当金 △998

支払利息 3,313

為替差損益（△は益） △81

持分法による投資損益（△は益） △204

固定資産売却損益（△は益） △51

売上債権の増減額（△は増加） △246

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,655

仕入債務の増減額（△は減少） 13,871

その他 8,478

小計 40,097

利息及び配当金の受取額 1,078

利息の支払額 △3,517

移転補償金の受取額 162

法人税等の支払額 △5,657

営業活動によるキャッシュ・フロー 32,163

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形及び無形固定資産の取得による支出 △17,463

有形固定資産の売却による収入 90

投資有価証券の取得による支出 △61

投資有価証券の売却による収入 84

短期貸付金の増減額（△は増加） △270

その他 41

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,579

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 13,119

長期借入れによる収入 28,282

長期借入金の返済による支出 △27,482

社債の償還による支出 △20,177

配当金の支払額 △5,012

少数株主への配当金の支払額 △501

その他 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,800

現金及び現金同等物に係る換算差額 △893

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,891

現金及び現金同等物の期首残高 25,082

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,973
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。  

  

  

（５）セグメント情報 

  【事業の種類別セグメント情報】 

        当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要製品 

３．会計処理の方法の変更 

  (棚卸資産の評価に関する会計基準) 

   ４.その他 （３）「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のと

おり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しております。この変更に

伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、化成品・樹脂が150百

万円、機能品・ファインが112百万円、建設資材が58百万円、機械・金属成形が121百万円、エネルギー・環境

が98百万円、その他が9百万円それぞれ減少しております。 

  (追加情報) 

   ４.その他 （３）「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のと

おり、第１四半期連結会計期間より、一部の機械装置等について耐用年数を変更しております。この変更に伴

い、従来の方法によった場合に比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、化成品・樹脂が17百万

円、機能品・ファインが48百万円、建設資材が478百万円、エネルギー・環境が4百万円、その他が4百万円そ

れぞれ減少し、機械・金属成形が1百万円増加しております。 

  

  
化成品・ 

樹脂 

機能品・

ファイン
建設資材

機械・ 

 金属成形

エネルギ

ー・環境
その他 計 

消去又は

全社 
連結 

   (百万円)  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)  (百万円) (百万円)

 売上高                   

(1)外部顧客に対する売上高  127,319  48,417 105,542 59,625 29,372 1,849  372,124 ―  372,124

(2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 4,502  1,680 2,211 575 10,712 733  20,413 (20,413) ― 

 計  131,821  50,097 107,753 60,200 40,084 2,582  392,537 (20,413) 372,124

 営業利益  10,711  5,898 3,829 2,336 4,246 378  27,398 (266) 27,132

事業区分 主要製品 

化成品・樹脂 カプロラクタム、ナイロン樹脂、工業薬品、ポリブタジエン 

機能品・ファイン 機能性材料、ファインケミカル、医薬品 

建設資材 
セメント、クリンカー、生コンクリート、建設資材製品、カルシ 

ア・マグネシア、機能性無機材料 

機械・金属成形 諸機械器具、アルミホイール 

エネルギー・環境 石炭、電力 

その他 不動産 
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  【所在地別セグメント情報】 

        当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

       アジア…………タイ 

       その他の地域…米国、ドイツ、スペイン 

   ３．会計処理の方法の変更 

       (棚卸資産の評価に関する会計基準) 

      ４.その他（３）「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のと  

おり、第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しております。この変更に

伴い、従来の方法によった場合に比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、日本が548百万円減少し

ております。 

       (追加情報) 

           ４.その他（３）「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のと

おり、第１四半期連結会計期間より、一部の機械装置等について耐用年数を変更しております。この変更に伴

い、従来の方法によった場合に比較して、当第２四半期連結累計期間の営業利益は、日本が550百万円減少して

おります。 

   

  

  日本 アジア その他の地域 計 消去又は全社 連結 

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 

 売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  299,503 34,713 37,908 372,124 ―  372,124

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 10,563 5,531 1,372 17,466 (17,466) ― 

 計  310,066 40,244 39,280 389,590 (17,466) 372,124

 営業利益  19,434 5,917 1,599 26,950  182 27,132

  【海外売上高】 

     当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  （注）１．地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

（1）アジア………韓国、中国、台湾、タイ 

（2）北アメリカ…米国、カナダ 

（3）ヨーロッパ…ドイツ、スペイン 

（4）その他………南アメリカ地域、オセアニア地域、アフリカ地域 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

  アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他 計 

Ⅰ 海外売上高 (百万円) 78,656 10,318 26,566  2,186 117,726

Ⅱ 連結売上高 (百万円)         372,124

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高 

  の割合(％) 
21.1 2.8 7.1  0.6 31.6

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」 

前年同期に係る財務諸表 

（１）中間連結損益計算書 

  

  
前中間連結会計期間 

（自 平成19年4月 1日 
至 平成19年9月30日） 

区分 金額（百万円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高        335,051  100.0

Ⅱ 売上原価        271,970  81.2

売上総利益        63,081  18.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費        40,838  12.2

営業利益        22,243  6.6

Ⅳ 営業外収益                  

１．受取利息  367            

２．受取配当金  567            

３. 賃貸料  1,083            

４. 負ののれん償却額  193            

５. 持分法による投資利益  352            

６. 為替差益  525            

７．その他  1,628  4,715  1.4

Ⅴ 営業外費用                  

１．支払利息  3,925            

２．賃貸資産経費  1,113            

３．その他  3,266  8,304  2.4

経常利益        18,654  5.6

Ⅵ 特別利益                  

１．固定資産売却益  352            

２．投資有価証券売却益  11            

３．関連事業損失引当金取崩額  2            

４．貸倒引当金取崩額  88            

５．事業譲渡益  251  704  0.2

Ⅶ 特別損失                  

１．固定資産処分損  821            

２．投資有価証券売却損  5            

３．減損損失  3,095            

４．投資有価証券評価損  66            

５．貸倒引当金繰入額  100            

６．特別退職金  119            

７．関連事業損失  184  4,390  1.3

税金等調整前中間純利益        14,968  4.5

法人税、住民税及び事業税  6,261            

法人税等調整額  432  6,693  2.0

少数株主利益        473  0.2

中間純利益        7,802  2.3
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成19年4月1日 
至 平成19年9月30日） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益  14,968

減価償却費  16,895

減損損失  3,095

固定資産等除却損  315

負ののれん償却額  △193

受取利息及び配当金  △934

支払利息  3,925

為替差損益（差益：△）  △321

持分法による投資利益又は損失（利益：△）  △352

投資有価証券売却損益（売却益：△）  △15

投資有価証券評価損  66

関連事業損失  184

固定資産売却損益（売却益：△）  △324

特別退職金  119

貸倒引当金の増減額（減少：△）  △140

退職給付引当金の増減額（減少：△）  △216

役員退職慰労引当金の増減額（減少：△）  △71

売上債権の増減額（増加：△）  12,979

たな卸資産の増減額（増加：△）  △9,292

仕入債務の減少額（減少：△）  △4,250

その他  2,249

小計  38,687

利息及び配当金の受取額  980
利息の支払額  △3,898

工事補償金の受取額  162

特別退職金の支払額  △30
法人税等の支払額  △8,145

営業活動によるキャッシュ・フロー  27,756

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有・無形固定資産の取得による支出  △15,434

有形固定資産の売却による収入  1,376

投資有価証券の取得による支出  △219

連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入  560

投資有価証券の売却による収入  1,224

短期貸付金の純増減額（増加：△）  △573

長期貸付による支出  △401

長期貸付金の回収による収入  52
その他  △798

投資活動によるキャッシュ・フロー  △14,213

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      
短期借入金の純増減額（減少：△）  △10,398

長期借入による収入  23,717

長期借入金の返済による支出  △33,140

社債の発行による収入  15,417

社債の償還による支出  △1,400

配当金の支払額  △4,012

少数株主への配当金の支払額  △442
その他  △18

財務活動によるキャッシュ・フロー  △10,276

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  2,015

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（又は減少額）  5,282

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  21,278

Ⅶ 連結範囲変更に伴う調整  295

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末残高  26,855
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  （３）セグメント情報  

    【事業の種類別セグメント情報】 

      前中間連結会計期間（自平成19年４月１日 至平成19年９月30日） 

  

  

  

  
化成品・ 

樹脂 

機能品・

ファイン
建設資材

機械・ 

金属成形

エネルギ

ー・環境
その他 計 

消去又は

全社 
連結 

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

 売上高                   

(1)外部顧客に対する売上高  112,749  45,615 99,739 54,277 20,794 1,877  335,051 ―  335,051

(2)セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 4,385  734 1,877 297 6,270 659  14,222 (14,222) ― 

 計  117,134  46,349 101,616 54,574 27,064 2,536  349,273 (14,222) 335,051

 営業費用  110,227  40,120 97,399 51,848 25,224 2,194  327,012 (14,204) 312,808

 営業利益  6,907  6,229 4,217 2,726 1,840 342  22,261 (18) 22,243

  【所在地別セグメント情報】     

     前中間連結会計期間（自平成19年４月１日 至平成19年９月30日） 

  

  

  

  日本 アジア その他の地域 計 消去又は全社 連結 

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 

 売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  268,568 30,459 36,024 335,051 ―  335,051

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 10,326 6,240 2,306 18,872 (18,872) ― 

 計  278,894 36,699 38,330 353,923 (18,872) 335,051

 営業費用    261,640 33,303 37,057 332,000  (19,192) 312,808

 営業利益  17,254 3,396 1,273 21,923  320 22,243

  【海外売上高】 

     前中間連結会計期間（自平成19年４月１日 至平成19年９月30日） 

  

  

  アジア 北アメリカ ヨーロッパ その他 計 

Ⅰ 海外売上高 (百万円) 68,043 11,298 25,345  1,609 106,295

Ⅱ 連結売上高 (百万円)         335,051

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高 

  の割合(％) 
20.3 3.4 7.5  0.5 31.7
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